
事業実施報告書 

       

                   法人名 特定非営利活動法人アグリドッグレスキュー 

事業名 
動物愛護センターに収容された犬を保護・一時飼養し、終生飼養 

家庭につなげる保護犬譲渡会  

助成枠の種類 NPO 活動サポート事業（スタートアップ事業） 

1.事業の目的 埼玉県動物指導センターをはじめとする動物愛護センターから収 

容犬を引き出し、1～6 か月程度の一時飼養にて体と心をケアした 

のち、譲渡会にて終生飼養希望の家庭と面談の場を設け、成立し

たら一般家庭へ譲渡します。  

2.事業で取り組

んだ地域や社会

の課題 

 

動物愛護センターなどに持ち込まれる犬は年間 3 万匹超、うち 

5000 匹超が殺処分されています。殺処分される状況そのものを解

決したい思いで保護活動を続けていますが、持ち込まれる犬の 

10％は家庭からという現実もあり、保護のみならずペットとして 

犬を家族に迎えることへの意識の啓もうや、保護犬そのものへの 

関心を広く世間の皆様に知っていただくことも大事な活動と考 

えています。 

3.取り組んだ事

業の具体的な内

容・実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 31 日に譲渡会（および個別お見合い）を開催しました。この

譲渡会に先駆けて 8 月以降レスキュー活動や一時飼養活動を行っ

てきています。当初 9 月の譲渡会を予定していましたが、コロナ

のため開催時期が 10 月に変更になっています。 

 

時期 内容 

7 月～10 月 ・動物愛護センターから収容犬を引き出し 

・一時飼養者宅へ搬送、病院にて検査・治療等  

・保護犬のトリミング実施 

・ブログ等 SNS にて日々の様子を一時飼養者が 

公開  

・終生飼養宅へのお届け搬送 

7 月 25 日 

8 月 29 日 

9 月 26 日 

譲渡会がコロナ禍のため中止となるが、この間

にも個別お見合いなどを実施 

10 月 18 日 ・公式ブログにて 10 月度譲渡会の案内を広報 

・預かりスタッフブログにて 10 月度譲渡会の

案内を広報 

8 月～10 月 個別お見合い 



10 月 31 日 譲渡会開催 ※本資料 p4 に写真添付 

・日時 10 月 31 日 11 時～14 時 

・会場 ペットステーション WAN 

・告知 10 月 18 日付公式ブログにて開催告知・集客 

・参加者 23 組 54 名（予約制） 

・成果  ５頭のトライアルが決定し、11 月以降、終生

飼養のご家族宅にお届け 

 

11 月 3 日 譲渡会報告を公式ブログにて広報活動を実施 

 

○広報実績について 

・10 月譲渡会開催の広報 

  10 月 18 日 公式ブログと預かりスタッフブログにて告知活

動を実施 

・10 月譲渡会報告の広報 

11 月 3 日 公式ブログと預かりスタッフブログにて告知活動を

実施 

 

・12 月 25 日 法人公式ブログにて令和 3 年のレスキュー活動と

譲渡会についての記事を記録し、その中で本助成金制度について

広報を実施。※URL 以下参照 

https://ameblo.jp/aguriinuneko/entry-12717256568.html 

埼玉県さま、ありがとうございました！ | アグリドッグレスキュ

ー (ameblo.jp) 

4.事業実施によ

り達成した成果

の具体的な内容 

 

 

 

 

8 月以降のレスキュー活動、一時飼養を経て、以下の通り終生飼養

家庭へお届けすることができています。 

・里親希望などの問い合わせ件数の成果 

8 月度 147 件 

9 月度 154 件 

10 月度 188 件 

 

・譲渡成立の成果 

8 月度 4 頭 

9 月度 7 頭 

10 月度 9 頭 

5.費用面での工
夫 
 

ペットシーツなどの消耗品の寄付の呼びかけ、トリミング犬種を

除いては家庭でお風呂に入れるなどの方法で、費用の工面を行っ

ています。 



6.地域社会への
還元について 
 

・埼玉県内の愛護センターから犬を引き出すことで、収容犬の削

減に貢献しました。 

・譲渡会開催告知活動を通じて、保護犬の周知や保護活動の啓も

う活動を行っています。 

 

7.来年度以降ど

う事業を継続し

発展させていく

か 

 
 

保護犬認知が向上し、保護団体の活動も広まったことを受け、動

物愛護センターで殺処分される犬の頭数は減少傾向にあります。

しかし、中型犬雑種やシニア犬、病気の犬は引き取り手が見つか

りにくいのが実情です。アグリドッグレスキューはこうした犬た

ちも積極的に引き出し、適切な医療を受けさせていきたいと考え

ています。 

引き出し後の医療処置や一時飼養には医療費、フード代等など経

費の掛かる活動のため、より一層啓もうや広報活動の体制等を充

実させていくことで、物資や資金の寄付を募っていきます。また

今年度ははじめて、オリジナルカレンダー販売を通じて自らも資

金を集める活動を実施し、次年度以降も継続的に行っていく予定

です。 

 

  

  



【参考】 10 月譲渡会風景 

 

 


